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第4回目となります技術研修会は、９月２９日に市町村会館大会議室にて、約１２０

名の参加を頂き開催されました。

今回は、市町村の交通安全担当者にも、お声がけをさせて頂くとともに、筑波大学シ

ステム情報係教授の伊藤 誠氏をお招きし「自動運転の技術開発の動向と課題につい

て」と題してご講演をいただきました。「自動運転の現状とこれからの動向」について

説明を頂いた中で、「情報を読み取るのに、白線や規制標識の情報が必要となり、それ

らの状態が悪いとシステムがうまく認識することが難しい場合があるので、交通安全施

設を良い状態に保つことが必要である」との説明を頂きました。

その他、メーカーより「オリンピック・パラリンピック向けの塗料の紹介」「自動運転

の取組」について説明を頂きました。この後の質疑応答時にも活発な意見を頂き、開催

側といたしましても、充実した研修会となりました。

ご参加いただきました皆様有難うございました。また、今回参加いただけなかった皆

様ぜひ次回のご参加をおまちしております。次回も、皆様に満足いただけるよう、頑張

りますので、当組合をよろしくお願い致します。

mailto:tsf@sage.ocn.ne.jp
http://www.ibarakiken.or.jp/ibakoukyou


協賛会社からのピーアール新しい製品のご案内

標識ボランティアを行いました。

去る９月２１日に、標識の清掃点検ボランティアを水戸市笠原町

の県庁周辺でおこないました。地域貢献活動として、１１回目と

なるこの活動は、「秋の交通安全活動」に合わせて行い、約３０

名の参加のもと、清掃・点検の活動を行いました。

歩車道分離の防護柵と車両用防護柵を一体化した防護柵

が開発されています。歩道スペースや車道スペースを確保

するために考慮してみては、いかがでしょうか。

地際対策として、高耐食、長寿命化を図るため、防食構造を

程こした柱を開発しました。


